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１．はじめに 

 近年，アルカリ骨材反応（ＡＳＲ略記）によるコンクリー

トの膨張によって，鉄筋コンクリート構造中の鉄筋の曲げ加

工部及び圧接箇所等において鉄筋が破断している事例が複数

報告されている．本検討では、ＡＳＲ損傷を受けた橋脚の安

全性の判断に資するため，一般的な橋梁でのＴ型橋脚（昭和

49 年竣工，写真－1）を対象に，ＡＳＲに起因する鉄筋の破断

箇所を想定し，破断後の耐力照査を行うことにより,安全性へ

の影響を検討したものである． 

 

２．検討概要 

 検討橋梁の概要を表－1 に示す．検討は，土木学会ＡＳ

Ｒ小委員会にて検討された手法により実施する． ＡＳＲに

起因して鉄筋が破断する可能性のある位置は，図－1 に示

す曲げ加工部及び圧接箇所の全ての位置と考える．耐荷力

の検討は，荷重状態を「自重＋活荷重」とし，設計断面力

に対する照査は土木学会「コンクリート標準示方書構造性

能照査編（2002 年）」による．曲げに対する鉄筋の必要定

着長は，検討断面からモーメントシフトを考慮し「梁の有効高さ＋20φ」とし，鉄筋破断により必要定着長が確

保できていない鉄筋は抵抗できないものとする．耐力照査において，コンクリート強度として圧縮強度の低下は

考えないが，せん断強度の低下(50％)を考慮する．せん断補強筋は破断位置から 20φの区間を定着長とし，定着

長以外の区間を有効と考える．  
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写真－1 検討対象橋脚 
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表－１ 検討橋梁の概要 
項 目 内  容 

構 造 型 式 鋼３径間連続鈑桁橋（4主桁） 

橋長(支間長) 123.4(27.5+47.3+47.3)ｍ 

有 効 幅 員 10.00ｍ 

設 計 荷 重 TL－20 

張出長 4.75ｍ 
橋 脚 

上部工反力 1120ｔ 

主鉄筋破断想定位置 せん断補強筋破断想定位置 

図－1 鉄筋破断の想定位置 
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表－２ 張出部の鉄筋破断量が鉄筋応力度及び部材耐力に及ぼす影響 

端部曲げ加工部 中央圧接部 区 分 

先端部の約 3.0m 区間（張出長：4.75m） 付根部の約 1.4m 区間（張出長：4.75m） 

鉄筋許容応力度 破断率 32％（12/38） 破断率 5％（ 2/38） 

鉄筋降伏応力度 破断率 60％（23/38） 破断率 45％（17/38） 

断面力＞部材耐力 破断率 63％（24/38） 破断率 50％（19/38） 

 

 使用材料，許容応力，部分安全係数を以下に示す． 

・コンクリート：f’ck＝24N/mm2  ，σca＝9N/mm2  

τa1＝0.45N/mm2 ，τa2＝2.0N/mm2  

・鉄 筋   ：SD295（fsy＝295N/mm2），σsa＝176N/mm2  

・部分安全係数：全て 1.0 とする 

 

３．検討結果 

(1)曲げモーメントに対する検討結果 

 端部曲げ加工部及び中央圧接部の鉄筋破断量が鉄

筋応力度及び部材耐力に及ぼす影響の検討結果を表

－２に示す．表中の（ ）内は（破断数/全数）を示

す．表－２より，端部の曲げ加工部に比べて中央圧

接部の破断の影響が大きく，鉄筋圧接箇所の半数が

破断した場合に橋脚張出部は「断面力＞部材耐荷力」

の状況となる． 

  

(2)せん断力に対する検討結果 

 せん断力の検討は，表－３に示す４ケースについて鉄筋破断率をパラメータとした耐力照査を行った．表中の

部分安全係数の「コ示ベース」はコンクリート標準示方書ベースの部分安全係数を用いた場合を示す．検討結果

を図－２に示す．部分安全係数を全て 1.0 とした場

合は，コンクリート強度の低下が 50％までであ

れば、全数破断しても「断面力＜部材耐力」の

状態にあり，通常設計を行う場合の部分安全係

数を用いた場合はコンクリート強度の低下がな

い場合で 94％破断，強度低下を 50％考慮した場

合で 78％破断の状態で「γi×Ｓ／Ｒ＜1.0」と

なることがわかる． 

 

４．今後の課題 

 今回の検討は，多くの未確認の条件や仮定の下でコンクリート膨張による発生応力の影響を勘案せずに実施さ

れたものであり，表－４に示すような課題があることを認識して評価する必要がある． 
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図－２ せん断に対する検討結果 

表－３ せん断力の検討ケース 
ケース コンクリート 部分安全係数 

CASE-1 強度低下なし コ示ベース 

CASE-2 強度低下 50％ コ示ベース 

CASE-3 強度低下なし 全て 1.0 

CASE-4 強度低下 50％ 全て 1.0 

表－4 今後の課題 

78% 94% 
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